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CNT は 1991 年に NEC の飯島によってまず

























この中で SPM 探針は実用化（SPM 探針用
MWCNT が 2000 年から市販）されており、また、
CNT をエミッタとして用いた FED の試作機が、伊
勢電子工業、韓国のサムソン、NEC から発表され
ている。 





























図表３ CNT の応用が期待される用途例 















































また、前述したように CNT には MWCNT と





























































4.4.1 CVD 法 
CNT の大量合成に向いていると考えられる
CVD 法について検討が進んでいる。試験プラント
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図表４  炭素源としてカルビン類を用いる方法 
（大阪ガス資料より科学技術動向研究センターで作成） 
 
図表５  炭素前駆体ポリマーチューブを炭素化する方法 
（群馬大学大谷研究室資料より科学技術動向研究センターで作成） 
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